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所 感

九州大学大型計算機センター長 高 田 勝

九州大学大型計 算機 セ ン ター 設立 まで は 、大変 な荊の 道 であ った こ と皆様 御 承知 の通 りで あ ります。

大 野 克郎 教 授 は、 この最 も困 難 な時代 に 、二 期 に わた りセ ンター 長 をつ とめ られ 、今 日の セ ンター

運営 の軌 道 を敷か れ ま した。 その大 きな御功績 をた ・え る とと もに 、並 々な らぬ御 努力 に対 し、皆 様

と ともに 深 く感謝 の意 を表 したい と存 じます。

この度 そ のあ とを うけ 、四 月 よ り私 が お引受 けす る こ とに な りま した 。

大 型計算機 セ ンター は 、す でに 全国7ヶ 所 に も うけ られ 、全 国共 同利 用の 実 をあげ てお ります が 、

年々増 大す る需要 に追 いつけ ず 、すで に 東京 大学 で は記憶 容量768KW、CPU4台 とい う極 め て

大 きな規模 の ものに 拡充 され るこ とに な って い ます。 各セ ンター とも利 用者 の要望 に応 え るため 、そ

れ ぞれ 設備 の拡 充計画 を検 討 中の よ うで あ りますが 、本 セ ン ター で も将 来の 利用 形態 を よ く見 きわめ

て進み た い と考 えてい ます。

大 型計 算機 セ ン ター は 、い わば 共同の 数値実 験所 あ るい はデー タ処理 場 で 、利 用者 各 自の計 画 に し

たか 一,て仕 事が行 われ る所 と考 え ます。幸 いこの実 験所 あ るい はデー タ処理 場 に は、情 報 を送 りこみ

あ るい は取 り出す手 段 さえあれ ば 、利川者 とセ ン ター との 距離の 問題 は な くな ります。 この ような と

ころに本 セ ン ター の将 来の 姿 があ りそ うに思 え ます。

現 在 本セ ン ター に は1日500～600人 の 人が 出人 し、5～6万 枚の カー ドが 出入 し、 また少 くとも1

～1 .5万 枚の ライ ンプ リン ター 用紙 が 出て い る と思 われ ます。5～6年 前某 社の 計算 セ ンター には1

日約3ト ンの紙 が トラ ッ クで運 びこ まれ る と聞 いて 、・自然 を破壊 す るの は観光 事業 と計 算機 で はな い

か と言っ た ことが あ ります。 計 算機 の処 理能 力 がhが れ ばEが るほ ど木 を伐 り倒 す必要 が あ る とい う

の で は困 ります。 計 算セ ンターに は 、特 殊 人出 力の他 は 、情 報のみ が有 線 また は無線 で 出入 し、物量

は出 入 しない 、い わばほ とん ど無人の 発電所 あ るいは変電 所 の よ うな姿 に な るべ きだ と思 って い ます。

また、利 川 者が計 画 し、 その仕事 をセ ン ター の機 器 で実行 され るに 当 っては 、ハー ド的 に も、 ソフ

ト的 に も出 来るだ けの便 宜 を供 す るの が セ ン ターの つ とめ とな ります。 特 に ソフ トウェ アの貯 え はセ

ンター だ け では到底 間 に合 い ませ ん。 利用 者 各位 の善 意 に頼 る所 大 なる ものが あ ります。 皆様 の御 支

援 をお願 いす る次 第 です。


